
手術前 手術後
①バイタルが安定している。
②SPO2が96％以上キープで
きる。
異常な出血がない
エアリークがみられない

痛みのコントロールが出来る

医師からの指示の薬
を服薬して頂ます。

手術後、医師の指示
によりお薬を服薬して
頂きます。

退院時、お薬をお渡し
致します

手術後、点滴がありま
す

手術の傷をみせて
頂きます

状態により胸に入って
いる管を抜きます

手術の傷を
みせて頂きます

手術後、レントゲン撮
影と採血をさせて頂き
ます。

胸のレントゲン撮影
があります

　病棟内を歩いて
　頂けます

病棟内を歩いて
頂けます

術後はベッド上安静で
す
ベッドの頭元を状態に
合わせて上げることが
可能です

体を起こし座って頂けま
す
おしっこの管が抜けたら
トイレ歩行していただけ
ます

術翌日よりリハビリを開

病棟内歩行して頂け
ます

食事は21時飲水は24
時以降控えて下さい

起床後飲食はできま
せん

手術4時間後状態をみ
てお水を飲んで頂きま
す

食欲があれば朝食から
食べて頂きます

清潔
胸～脇の除毛をさせ
て頂きます

 お身体を拭かせて
頂きます。

 お身体を拭かせて
 頂きます

排泄

 浣腸後、排便あれ
 ばNSコールして下
 さい

　おしっこの管が入っ
て
　います

状態をみておしっこの管
を抜かせて頂きます

血圧、脈拍、体温を測
ります

血圧、脈拍、体温を測ります

　　　　主治医、麻酔科医より
　　　　手術の説明があります

手術後、担当医から
手術の結果について
説明させて頂きます

退院時の説明を行い
ます

次回受診日、内服につ
いて
説明をさせて頂きます

手術の承諾書を看護
師へ渡して下さい

術後3日後 術後4日～6日手術 前日

　　　　　胸に入っている管、点滴の針は状態により
　　　　　抜きます

安静度・リハビリ

検査

胸にチューブが入っています 　　　　　朝、腕に点滴の
　　　　針をいれさせて
　　　　頂きます

　　　　手術後は腕に点滴、
　　　　胸にチューブ、尿を出
すために管が尿管に入ってい
ます
医師の指示で酸素を行いま
す

　　　　　点滴、胸にチューブが
　　　　　入っています
　　　　　医師の指示で酸素を行
　　　　　います

胸のレントゲン撮影と採血があります

病院内歩行して頂けます

留置物

教育・説明

処置

　胸に入っている管が抜けたら、
　シャワーに入って頂けます

注射

薬剤

食事/水分

安全に移動できるまで、トイレへ行かれる際は、
NSコールを押して下さい

書類

看護

観察
血圧、脈拍、体温を測らせて頂き、全身状態をみさせて頂きます

＜入院中の服装＞
前開きパジャマ
（レンタルのパジャマ使
用可）

＜禁煙について＞
肺合併症を起こす原因
になるので、禁煙して頂
く様お願い致します

＜その他＞
入院後主治医から病状
説明があります
ご家族の同席をお願いし
ています
時間の調整をさせて頂き
ますので看護師にご確
認下さい

食事は普段通りして頂けます

医師に指示によるお薬を服薬していただきます

　抗生剤の点滴があります

痛みのコントロールが出来る

歩行が出来る 退院後の生活に不安がない

身体的、精神的に安定し手術が受けられる。 胸腔ドレーンの異常がなく術後２日目に抜管できる
痛みのコントロールが出来る

手術に必要な検査データーがそろう ①バイタルが安定している。
②SPO2が96％以上安定している。

【退院基準】
①バイタルが安定している。　②SPO2が96％以上キープで
きている。

準備

気胸の手術を受けられる方へ

達成目標

手術当日
術後1日後 術後2日後

退院前日まで

リハビリを実施します


